
人　口�５，７１６人�

世帯数�２，３２６世帯� 高齢者数（率）� １，１１５人（１９．５％）�

出生数�６４人�

６歳未満児数（率）�３１５人（５．５％）�

旭中央地域�

懇談会開催日�

地域の主な福祉保健活動�

第１回目　平成１７年 ８月２８日�

第２回目　平成１７年１０月 ２日�

第３回目　平成１７年１１月１２日�

第４回目　平成１７年１２月２４日�

◆�

◆�

◆�

子育て地域サロン（かみふうせん）�

高齢者ふれあい昼食会�

三世代ふれあい美サイクルの集い�

様々な取り組みや活動の中から、子育て支援、高齢者・障害者支援、世代間交流の�
３つの視点で主な活動を掲載しています。�
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地域懇談会で、これらの課題から取り組むことが話し合われました。�

懇談会参加者�

連合自治会関係者 地区社会福祉協議会関係者�

民生委員・児童委員 主任児童委員�

保健活動推進員 保護司�

ボランティアグループ 子ども会関係者�

幼稚園保護者 介護者�

老人会関係者 商店店主�

中学生 中学校ＰＴＡ関係者�

当面取り組む地域の課題�

地域での具体的な取り組み�

取り組みの目標・テーマ�

地域のコミュニケーションが活発なまち�

具体的な取り組み�

各町内会でごみ問題などを多くの住民が話し合
う機会を設け、地域のコミュニケーションを活発
にする。�

取り組みを進めるにあたっての大切にしたい点�
地域でのコミュニケーション不足などにより地域でごみのマナーが徹底されてないという問題
があります。まずは誰もが共通する身近なごみ問題を通して地域のコミュニケーションを活発
にすることが求められています。�

●地域のコミュニケーションを活発にする�
●高齢者のごみ出しを支援する�
●資源ごみの活用を工夫する�
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地域のコミュニケーションを活発にする�

身近なごみ問題を通じてコミュニケーションを活発にする�
地域でのコミュニケーション不足などにより地域でごみのマナーが徹底されてないという問題があります。�
まずは誰もが共通する身近なごみ問題を通して地域のコミュニケーションを活発にすることが求められています。�

活動の拠点を工夫するまち�

既存の施設や民間の施設を活用した活動の場を確保�
既存の会館が狭い、区役所は少し遠いなど、地域に活動拠点がないことが指摘されています。普段から使える
場所として、既存の施設の有効利用、民間施設の代替、他の施設を活用するための足の確保など活動拠点を
確保するための工夫が求められています。�

地域のコミュニケーションを�
活発にする�

高齢者のごみ出しを支援する�

資源ごみの活用を工夫する�

◇地域のコミュニケーションを活発にして地
域でごみのマナーを徹底させる�

◇ごみの種別をわかりやすく工夫するなど高
齢者がごみ出ししやすいよう支援する�

◇学校と地域の連携により資源ごみを活用し、
できるだけ資源ごみの発生を少なくする�

活動拠点を確保しよう� ◇新しい施設の整備が困難なため、既存の施設
等を活用して、普段から使える拠点を確保する�
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※この資料には、地域懇談会などで話し合われた地域の課題や取り組みの目標テーマを載せてあります。�

身近な地域の活動に参加しやすいまち�

道路問題に起因する行動の制約を克服する�
坂道が多く、利便性のよくない旭中央地域では身近な地域での活動に参加しにくい状況が生じています。また、
道が暗く、歩行者の安全が損なわれる面もみられます。これらを克服していくために、地域の様々な力が活用で
きるしくみづくりを行うことが求められています。�

歩行者の安全を確保する�
抑止力をつくろう�

元気なときから備えよう�

移動をサポートする�
仕組みをつくり上げよう�

関係機関に働きかけよう�

子どもの居場所に�
配慮しよう�

◇無灯火の自転車の指導や、登下校時の子ど
もたちの見守りの仕組みをつくる�

◇地域のみんなが、元気なときから生活力を高め、
近所の支えあいを進める�

◇気軽に自分の車に乗せてあげる、低料金で利
用可能なコミュニティバスの運営など、移動をサポー
トできる仕組みをつくる�

◇昔のように、鶴ヶ峰～二俣川間のバスが走る
ように、行政、自治会、民間企業など関連機関に
働きかける�

◇子どもの居場所がないので、パトロールによっ
て子どもの居場所がさらになくなることも考慮し
なければならない�
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